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今回の特集では，経口胆道/膵管鏡をテー
マとして取り上げた。胃や大腸と同じように
胆管や膵管の内腔を直視下に観察して診断や
治療を行うことは，胆膵内視鏡医にとっての
夢であり，経口胆道/膵管鏡の開発は既に
1970 年代に始まっていた。その後 1990 年代
には市販モデルが登場していたが，高価であ
るにもかかわらず耐久性が悪く，操作性も不
十分であったことから費用に見合った有用性
が見出せず，普及には至っていなかった。こ
れに対して 2007 年にディスポーザブルタイ
プで操作性の改善された SpyGlassTM が登場
し，さらにその後，映像の電子化による画質
の向上や操作性のさらなる改善が得られたこ
とから普及が進み，最近ではこれに追従する
ように各社からディスポーザブルタイプの経
口胆道/膵管鏡が市販されるに至っている。
実臨床においては，主に胆管狭窄や胆管/膵
管内病変の鑑別・確定診断，胆管癌の進展範
囲診断，電気水圧衝撃波やレーザーを利用し
た総胆管結石/膵石治療などに利用されてい
るが，画質や操作性の改善は日進月歩で進ん
でおり，さらに画像強調機能やアプローチ
ルートの工夫も相まって，今後さらに胆道・
膵疾患診療における有用性が高まることが期
待される。一方で，新たな手技の登場に際し
ては，ややもすると無理な実施がなされて患
者に不利益が生じることが懸念される。した
がって，検査を実施する際にはその意義をよ
く吟味し，安全に手技を行うために自身の技
量と患者の状態を正確に見極め，偶発症の発
生をできる限り抑えるように配慮することが
肝要である。
本号では，経口胆道/膵管鏡の歴史から現

時点における適応，現在使用できる機器の種
類と特徴，さらに検査に関連した偶発症とそ
の対策，様々な適応における手技の実際と現
時点での評価について動画を交えて詳細な解
説がなされており，経口胆道/膵管鏡の現状
に対する理解を網羅的に深めることができる
一冊となっている。

（富山大学学術研究部医学系内科学第三講座　
安田一朗）
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